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【註】
[
1
]
 

「
図
面
の
行
方
」
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
山
手
樹
一
郎
の
著
作
に
お
け
る

最
初
の
連
載
小
説
だ
と
判
明
し
た
。

{
2
]
 

大
正
九
[
一
九
二

O
]
年
一
一
一
月
『
少
女
号
』
五
巻
二
一
号
に
発
表
さ

れ
た
「
最
後
の
格
闘
」
は
井
口
長
二
、
山
内
秋
生
、
鹿
島
鳴
秋
、
清
水
か

つ
ら
の
合
作
自
国
険
小
説
「
闇
の
光
」

の
一
部
で
あ
る
。

[
3
]
 

大
正
一
五
年
四
月
に
新
報
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『
少
女
文
芸
』
の
執
筆

障
に
は
、
室
生
犀
星
や
小
川
未
明
、
久
米
正
雄
な
ど
も
名
を
連
ね
て
い
た
。

こ
の
『
少
女
文
芸
』
の
第
一
年
六
号
(
大
正
一
五
年
九
月
)
か
ら
は
「
こ

の
号
か
ら
先
輩
鹿
島
鳴
秋
氏
の
後
を
受
け
て
、
私
が
本
誌
の
編
集
を
、
し

ば
ら
く
あ
づ
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
後
援
を
お
ね
が
ひ

い
た
し
ま
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
手
(
井
口
長
二
)
が
編
集
を
担
当
し

て
い
た
。

[
4
]
 

こ
の
後
記
に
は
題
名
が
な
い
の
で
、
こ
の
年
譜
で
は
無
題
と
し
た
。

[
5
]
 

「
お
千
加
茶
屋
」
は
、
現
在
で
は
「
お
千
代
茶
屋
」
と
改
題
さ
れ
て
い

る。

[
6
]
 

「
小
父
さ
ん
志
士
」
の
初
出
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
が
、
立
教
大

学
大
学
院
日
本
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
二
年
の
中
辻
智
子
氏
の
指
摘
に

よ
っ
て
判
明
し
た
。
記
し
て
謝
意
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

[
7
]
 

「
少
年
の
虹
」
は
そ
の
初
出
媒
体
が
『
朝
日
新
聞
ジ
ュ
ニ
ア
版
』
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
子
供
向
け
に
書
か
れ
た
時
代
小
説
で
あ
る
。
内
容
は
、

賢
一
・
又
太
郎
・
弥
太
・
三
太
と
い
う
十
代
の
少
年
た
ち
が
ま
ぼ
ろ
し
組

な
る
強
盗
を
追
い
詰
め
、
最
後
は
遠
山
奉
行
が
捕
縛
す
る
と
い
う
も
の
で
、

ま
さ
に
山
手
版
「
少
年
探
偵
団
」
と
言
え
る
内
容
で
あ
る
。
文
芸
評
論
家

の
石
井
富
士
弥
は
『
山
手
樹
一
郎
長
編
時
代
小
説
全
集
』
別
巻
一
に
併
収

さ
れ
て
い
る
「
竜
虎
少
年
隊
」
に
関
し
て
、
「
幕
末
の
大
江
戸
の
怪
盗
団
を

夜
警
す
る
山
手
版
μ

少
年
探
偵
団
乙
と
述
べ
て
い
る
ロ
少
年
た
ち
が
怪

盗
ふ
く
ろ
組
か
ら
江
戸
の
町
を
守
る
と
い
う
内
容
か
ら
確
か
に
そ
う
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
「
少
年
の
虹
」
は
、
遠
山
奉
行
が
乱
歩
の
少

年
探
偵
団
も
の
に
お
け
る
明
智
小
五
郎
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、

そ
う

い
っ
た
点
で
も
「
少
年
の
虹
」
こ
そ
が
山
手
版
少
年
探
偵
団
と
言
え
る
著

作
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
山
手
樹
一
郎
、
江
戸
川
乱
歩
が
共
に
豊
島
区

在
住
で
、
「
豊
島
文
人
会
」
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
交
流
が
う
か
が

-108 -

え
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「
『
貼
雑
年
譜
』
に
見
る
江
戸
川
乱
歩
と
山
手
樹
一

郎
の
交
流
」
(
『
大
衆
文
化
』
第

一
号
、
平
成
二
六
年
九
月
、
立
教
大
学

江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
)
を
ご
覧
頂
き
た
い
。

ち
な
み
に
「
少
年
の
虹
」
の
詳
細
な
初
出
年
月
は
筆
者
の
調
査
に
よ
っ

て
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

[
8
]
 

「
夕
立
の
女
」
は

N
H
K
に
以
来
さ
れ
た
書
い
た
山
手
に
と
っ
て
初
の

ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
の
台
本
で
あ
る
。
既
存
の
年
譜
で
も
そ
の
著
作
の
存
在
は

明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
初
出
紙
誌
は
今
回
の
調
査
で
初
め
て
明
ら
か
に
な

っ
た
。
同
じ
ぺ
1
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
高
島
秀
「
企
画
・
演
出
メ
モ
」

に
は
、
「
N
H
K
の
放
送
時
刻
改
定
と
と
も
に
、
第
一
放
送
の
所
謂
金
ド

ラ
と
し
て
馴
染
ま
れ
て
来
た
放
送
劇
が
、
文
字
通
り
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ア
ワ



ー
に
組
み
込
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
(
略
)
今
ま
で
の
放
送
劇
作
家

陣
を
更
に
拡
げ
、
所
謂
小
説
家
か
ら
も
広
く
台
本
を
提
供
し
よ
う
と
い
う

企
画
が
生
れ
、
今
回
山
手
樹
一
郎
氏
に
も
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
先
生
が
放
送
劇
は
初
め
て
だ
か
ら
と
仰
言
る
の
を
無
理
に
と
い
う

よ
り
聯
か
強
引
に
書
い
て
頂
い
た
の
が
こ
の
『
夕
立
の
女
』
で
、
原
稿
を

頂
く
時
、
放
送
劇
の
細
か
い
約
束
と
い
う
か
、
書
き
方
、
が
解
ら
な
い
か
ら

こ
う
書
い
た
が
、
後
は
演
出
者
に
任
す
と
い
う
お
話
だ
っ
た
の
で
す
。
原

稿
を
示
し
な
が
ら
の
お
話
だ
と
、
実
に
細
か
い
点
ま
で
後
注
意
が
あ
り
、

効
果
音
に
対
す
る
配
慮
は
履
物
の
音
に
至
る
ま
で
及
ん
で
い
ま
し
た
」
と

い
う
よ
う
に
、
当
時
の
経
緯
も
窺
え
る
。

{
9
]
 

こ
の
後
記
に
は
題
名
が
な
い
の
で
、
こ
の
年
譜
で
は
無
題
と
し
た
。

[
川
]

「
鮒
釣
り
」
は
現
在
の
と
こ
ろ

山
手
樹
一
郎
最
後
の
著
作
で
あ
る

と
判
明
し
た
。
こ
の
随
筆
は
親
交
の
あ
っ
た
『
大
衆
文
芸
』
の
土
師
清
二

追
悼
号
に
寄
せ
た
も
の
で
、
山
手
自
身
逝
去
す
る
ま
で
一
年
を
き
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
他
の
作
家
に
比
べ
、
か
な
り
短
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

【
紙
誌
出
版
社
一
覧
】

『
少
女
号
』
(
小
学
新
報
社
)
/
『
小
学
画
報
』
(
新
報
社
)
/
『
タ
カ
ラ
ノ
ク
ニ
』

(
小
学
新
報
社
)
/
『
少
女
文
芸
』
(
新
報
社
)
/
『
婦
人
画
報
』
(
東
京
社
)
/

『
仮
面
』
(
八
千
代
書
院
)
/
『
大
陸
』
(
大
陸
新
報
社
)
/
『
探
偵
よ
み
も
の
』

(
国
際
文
化
社
)
/
『
夕
刊
タ
イ
ム
ズ
』
(
夕
刊
タ
イ
ム
ズ
社
)
/
『
読
売
新
聞
』

(
読
売
新
聞
社
)
/
『
北
国
新
聞
』
(
北
国
新
聞
社
)
/
『
相
撲
』
(
日
本
大
相
撲

協
会
)
/
『
丸
』
(
連
合
プ
レ
ス
社
)
/
『
歴
史
読
本
』
(
人
物
往
来
社
)
/
『
小

説
フ
ァ
ン
』

(
銀
座
文
庫
)
/
『
あ
ま
カ
ラ
』
(
甘
辛
社
)
/
『
大
衆
小
説
』
(
双

葉
社
)
『
大
衆
小
説
』
(
双
夢
社
)
/
司
放
送
文
化
』
(
日
本
放
送
出
版
協
会
)
/

『
婦
人
生
活
』
(
婦
人
生
活
社
)
/
『
月
刊
い
け
ぶ
く
ろ
』
(
池
袋
社
)
/
『
青
春

タ
イ
ム
ス
』
(
弘
和
書
房
)
/
『
新
演
芸
』
(
光
友
社
)
/
『
戦
線
文
庫
』
(
興
亜

日
本
社
)
/
『
新
満
州
』
(
満
州
移
住
協
会
)
/
『
肥
料
』
(
肥
料
協
会
)
/
『
芸

能
文
化
h

(

芸
能
文
化
協
会
)
/
『
海
の
村
』
(
全
国
漁
業
組
合
連
合
会
)
/
『
週

刊
読
売
』
(
読
売
新
聞
社
)
/
『
天
狗
』
(
岩
谷
書
庖
)
/
『
平
凡
』
(
平
凡
出
版

株
式
会
社
)
/
『
別
冊

宝
石
』
(
宝
石
社
)
/
『
文
蚤
春
秋
』
(
文
筆
春
秋
社
)

/
『
都
道
府
県
展
望
』
(
全
国
知
事
会
)
/
『
産
業
新
潮
』
(
産
業
新
潮
社
)
/
『
労

働
安
全
衛
生
広
報
』
(
労
働
基
準
調
査
会
)
/
『
新
青
年
』
(
博
友
社
)
/
『
官
険
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少
年
』
(
日
本
正
学
館
)
/
『
大
衆
文
芸
』
(
新
小
説
社
)
/
『
大
衆
文
芸
』
(
新

鷹
会
)
/
『
少
女
の
友
』
(
実
業
之
日
本
社
)
/
『
主
婦
の
友
』
(
主
婦
の
友
社
)

/
『
婦
女
界
』
(
婦
女
界
出
版
社
)
/
『
家
の
光
』
(
家
の
光
協
会
)
/
『
こ
ど
も

家
の
光
』
(
家
の
光
協
会
)
/
『
文
芸
朝
日
』
(
朝
日
新
聞
社
)
/
『
講
談
と
実
話
』

(
講
談
と
実
話
社
)
/
『
週
刊
新
潮
』
(
新
潮
社
)
/
『
読
切
雑
誌
』
(
教
材
社
)

/
『
週
刊
サ
ン
ケ
イ
』
(
サ
ン
ケ
イ
新
聞
出
版
局
)
/
『
映
画
と
演
芸
』
(
朝
日
新

聞
社
)
/
『
小
説
春
秋
』
(
桃
園
書
房
)
/
『
小
説
と
講
談
』
(
双
立
社
)
/
『
富

士
』
(
世
界
社
)
/
『
読
切
倶
楽
部
』
(
三
世
社
)
/
『
潮
』
(
潮
出
出
版
)
/
『
小

説
倶
楽
部
』
(
桃
園
書
房
)
/
『
実
話
講
談
の
泉
』
(
世
界
社
)
/
『
朝
日
新
聞
ジ

ユ
ニ
ア
版
』
(
朝
日
学
生
新
聞
社
)
/
『
小
説
街
読
物
別
冊
』
(
高
島
屋
出
版
部
)

(
か
げ
や
ま
・
り
ょ
う

本
学
博
士
課
程
後
期
課
程
在
学
生
)




